
1. 制度の目的

　日本思春期学会会員が学校現場と連携した性教育の実践が円滑に進むという目的に特化した制度で
ある。
　学校現場、児童生徒のニーズに沿った性教育が展開できるような意識と知識を持つことを目指す。

2. 認定者のメリット

　1） HPにおける認定者紹介

 認定者は同意取得後、HPで紹介し、全国の学校への広報を実施。

　2） 認定期間内の継続的支援

 メール等を活用した、継続的な情報提供、ネットワーク作り、交流の場作り。

3. 講座の開講時期

　毎年の学術集会に時期を合わせて開講する。

4. 講座の開講方法

　原則、学習自由度・利便性の高い方法を採用する（オンデマンドを含む）。

　ただし、当該年の学術集会長と調整する。

5. 講座の内容と認定

　下記の4分野を基本とし、各分野にAコース（最新状況）とBコース（個別性の高い事例・連携）を設け、

4分野合計8講座を開講することとする。

　　＊受講したことをオンラインテストで確認する。
　　＊講座は２年ごとに分野・内容・講師等を見直し、更新する。

　認定のためには、Aコース（最新状況）４分野もしくはBコース（個別性の高い事例・連携）４分野
の講座を全て受講する必要があり、申請によりAコースもしくはBコースの性教育認定講師として認定
される。
　　＊Aコース、Bコースについては同一人が１年でどちらの認定も受けることが可能。
　　＊Aコース、Bコースについては同一人が１年で８講座まで受講することが可能。
　認定期間は、講座を最初に受講した年を１年目とした５年間とする。

6. 認定制度概要

　1） 認定有効期間

　　　（1）2023年以降の認定について

2023年以降の性教育認定講師に関しては、認定期間は、講座を最初に受講した年を1年目と

した5年間とし、コース別(AコースもしくはBコース）の認定となる。

なお、認定期間の1年間とは11月1日から翌年10月31日とする。

　　　（2）2022年度以前の認定について
2022年度以前に認定を受けた者は、認定期間内は申請時の認定とし、認定更新時にコース別
の認定申請に移行し、認定期間も2023年からは講座を最初に受講した年を１年目とした５年
間とする。
また、認定期間については、2022年度に認定を受けた性教育認定講師の認定期間は５年間、
2021年度以前の認定期間は10年間である。

　2） 認定更新
５年ごとの認定更新を希望する者は、４年目もしくは５年目においてコース別（Aコースもしく
はBコース）の４分野の全ての講座を受講すること。
なお、認定更新に関しては、会員専用ページを活用し、会員自身が確認する。さらに学会年会費
の納入がない場合は、認定更新できないため注意する。

7. 講座受講資格

　日本思春期学会会員（学会開催期間内に加入手続きを済ませれば可）

　当年度学術集会参加者（参加費納入済の者）

8. 講座受講料（2025年）

　各講座 2,500円（資料代を含む）

9. 認定申請費用・更新申請費用（2025年）

　認定申請および更新申請に際して、10,000円の申請料を納付することとする。

10. 性教育認定講師の要件を満たした会員の認定申請方法

　申請受付期間は認定に必要な4分野の講座を全て受講した年の9月末日。

　認定には、性教育認定講師（Aコース）と性教育認定講師（Bコース）がある。

　【性教育認定講師（Aコース）】
　　・Aコース（最新状況）の４分野の講座①－④の受講証
　　・認定申請書
　　・申請料10,000円の振り込みが確認できた申請者には、11月末までに性教育認定講師（Aコース）

認定証を送付する。

　【性教育認定講師（Bコース）】
　　・Bコース（個別性の高い事例・連携）の４分野の講座①－④の受講証
　　・認定申請書
　　・申請料10,000円の振り込みが確認できた申請者には、11月末までに性教育認定講師（Bコース）

認定証を送付する。

11. 認定期間の継続
　認定期間の連続性を確保するためには、認定期間内に次の５年の認定資格を取得していること。

12. 認定の停止
　1） 認定期間を超過して更新を行わない場合
　2） 学会員資格の喪失（学会費滞納も含む）

13. 受講申し込みなど
　申し込み方法や問い合わせは学会ホームページに掲載とする。

14. 認定者のHPへの掲載
　認定された方のご氏名等を、認定者の同意取得後、HPに掲載する。

15. その他
　今後、認定講師制度取得に対し、取得者の技量向上も考慮し、レベル別取得等も検討する。

付記
　思春期学41 （2） に掲載された「性教育認定講師制度要綱」から改変する。

2025年6月9日
日本思春期学会性教育委員会

思春期学研究認定者制度

（1） 目　的

　思春期学の今後を担う学際的な基盤をもった研究者（以下，思春期学研究認定者とする。）を育成します。
「専門は何か」と聞かれた際に，「思春期学」「思春期学とはどういう学問であるのか」ということを，学際的な
学術的基盤を踏まえバランス良く説明できることを目指します。将来的には，日本学術会議で「思春期学」と
いう研究分野の確立を最終目標とします。
　「思春期学」とは，思春期の人々の健康を守り健全な発達を促すための研究であり，学際的領域です。中心
となる研究課題は，複合的・現代的な課題でありこれらを中心とした学問です。研究認定者研修を通して，
思春期学基本用語集を編纂し，思春期学という学問の構築を目指します。

（2） 教育プログラムの構造

　学術的側面のうち，とくに基礎的な部分に焦点をあて，思春期学研究認定者として，俯瞰すべき領域
と，押さえていなければいけない知見について整理しました。具体的には，文部科学省の科学研究費助
成事業の研究課題（公表されている課題）から「思春期」をキーワードとして思春期研究の現状と範囲を
把握し，その上で下記の 4 本の柱を思春期学研究認定者養成の教育プログラム基礎構造として設定し
ました。
　Ⅰ．思春期と環境
　Ⅱ．思春期の疾患
　Ⅲ．思春期の障害
　Ⅳ．思春期の複合課題

（3） 教育プログラムの構成案

　1 セッションを 2 時間（教育プログラム基礎構造Ⅰ・Ⅱ 2 時間，または，Ⅲ・Ⅳ 2 時間）で構成し，2 セッ
ション展開します。 2 時間の講義後半に「思春期学とは何か」につながるミニワークショップ形式の講
義（まとめ）を取り入れ，座学と目標を結びつける支援により標準化を図ります。 
　基礎構造Ⅰ・Ⅱについては，奇数年（2025 年，2027 年）の学術集会時に提供します。
　基礎構造Ⅲ・Ⅳについては，偶数年（2026 年，2028 年）の学術集会時に提供します。

（4） 認定の制度設計と認定名称案

　教育プログラムの基礎構造Ⅰ～Ⅳの受講，および，当該プログラム実施の際の学術集会への参加を収
め，最終レポートを添えて認定者申請書を提出した学会員を「思春期学研究認定者」として認定します。
ただし，この認定の有効期限は，認定を受けた年度を含めて 5 年度間とします。
　基礎構造Ⅰ～Ⅳのプログラムは，座学にならざるをえないため，受講者には，受講を通して日々の実
践活動の中で Research Question を見つけていただき，研究を展開し，日本思春期学会学術集会での
研究発表をめざします。教育委員会は，発表支援を行います。

（5） 認　定

　認定者は理事長とします。認定委員会は，理事長，教育担当副理事長，教育担当常務理事で構成しま
す。受講後，基礎構造Ⅰ・Ⅱ，または，Ⅲ・Ⅳに関する文献レビューと，レビューを通して得られた自分の
Research Question で構成されるレポートをメールで提出していただき，それを認定委員会が確認し
て，認定の可否を最終決定します。提出分量は，A4 用紙３枚程度とします。

（6） 教育プログラムの実施

　　① 参加対象者は，学士レベル以上，教授までを含みます。
　　② 参加者は 30 名程度（講師が受講者の名前を覚えられる程度）とします。
　　③ 講習会は，原則として日本思春期学会学術集会の開催に合わせて開催します。
　　 　2025 年の実施方法およびスケジュールにつきましては，学会ホームページにてご確認ください。
　　④ 受講料は１セッション 3,000 円とします。
　　⑤ 認定者申請書の提出の際に別途 6,000 円の申請料が必要です。

（7） 教育プログラムの今後の企画案

　第 9 回思春期学研究認定者講習会（2025 年　旭川：加藤　育民 会長）
　　Ⅰ．思春期と環境
　　Ⅱ．思春期の疾患

　第 10 回思春期学研究認定者講習会（2026 年　千葉：渡邉　多恵子 会長）
　　Ⅲ．思春期の障害
　　Ⅳ．思春期の複合課題

　※すべての回
　　研究倫理（松浦　賢長 理事）

（8） 講義内容

　資料は以下の内容で構成します。
　① 国内外の研究のレビュー
　② 科研費等の研究の動向
　③ 各スライドに用いている専門用語（思春期と関連づくもの）の解説
　　（文末に簡潔な解説を記載いただく。）

（9） 受講申込

　申込方法は学会ホームページにてご確認ください。
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